
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教師の指導 生徒の活動 留意点(○)/評価(◆)/支援(＊) 

①本時の学習目標の提示 

 

 

②学習課題の提示 

「方眼紙に面積が６ｃｍ２の長

方形をかきながら，横の長さと

縦の長さをいろいろ考えてみま

しょう。」 

③意見交流 

 「方眼紙にできた図から気付い

たことはありますか。」 

④数値の整理 

 「たくさん出てきた数値を整理す

るには，どうすればよいと思い

ますか。」 

⑤『Idea Tag Method』による指導 

 

 

＜ステップ１＞ 付箋への記述 

「気付いたことを自分なりに付

箋に書いてみましょう。」 (個人)

 

＜ステップ２＞ グループで説明 

「付箋を見せながら説明してみ

ましょう。」         (グループ)

 

＜ステップ３＞ 分類とまとめ 

「付箋を分類し，台紙に整理し

てみましょう。」     (グループ)

 

＜ステップ４＞ 全体交流 

「どのような考えがグループの

中で出たか交流しましょう。」   

(全体)

 

 

⑥反比例の定義の確認 

 

⑦＜ステップ５＞ 振り返り 

「『自己評価シート』を使って振り

返りましょう。」         (個人)

①板書で確認する。 

 

 

②様々な横・縦の長方形を見つ

け，方眼紙に表す。 

 

 

 

③方眼紙に長方形が重なって描か

れた図から特徴を見出す。 

 

④表の必要性に気付いた上で，利

用する。 

 

 

⑤付箋への記述から話し合う。 

 

 

・横: x ，縦: y の関係を自分なりに

考察し，記述で表現する。 

 

 

・自分の考えを話し言葉で表現す 

る。 

 

 

・付箋の表現に注目して，カテゴリ

ーを考える。 

 

 

・全体での発言から考える。 

 

 

 

 

 

⑥話合いでの意見と教科書の記

述を関連付けて聞く。 

⑦本時の学習内容の振り返りを

簡潔にまとめる。 

○小学校での学習と関連付ける。 

 

 

○方眼紙の左下の点を 1 つの頂

点として長方形をかく。 

 

 

 

 

 

 

○表の必要性を生徒から引き出す

ことを重視する。 

 

 

○四つのステップで指導する。 

 

 

＊補助発問 

「表を縦に見るとどうですか。表

を横に見るとどうですか。」 

 

＊机合わせと役割分担により，受

容的な態度を意識できるように

する。 

 

＊補助発問 

  「一見違うようだけど，同じもの

はありませんか。」 

 

＊全ての意見を板書することによ

り，意欲的に発言できるようにす

る。 

 

 

 

○教科書にチェックを入れながら

確認する。 

○落ち着いた雰囲気と記入の時

間を保障する。 

長方形を使って，反比例の特徴について考えよう。 

横の長さを x cm，縦の長さを y cm として， x と y の関係について表から考えましょう。 

◆自らの視点で， x と y の関係について根拠を示しながら説明している。(数学的な見方や考え方) 

＜ステップ１＞「頭の中で考えたことを自分なりに書 
いてみましょう。」     (個人) 

 付箋を使うことで，自分の考えを表現することへの
意欲が高まると考えます。また「書く」ことによって
自分の考えが自分でわかるので，説明へのモチベーシ
ョンを上げることにもつながります。 
記述の進まない生徒には「途中まででいいから書い
てみましょう。」といった言葉かけで，少しでも思考
を進めるように支援します。 

＜ステップ２＞「付箋を見せながら説明してみましょ 
う。」                 (グループ) 

 進行役を決めて順番に説明していきます。付箋があ
ることで意欲的に発表できるとともに，友だちの意見
に興味をもち熱心に聞くようになります。 
話すルール(姿勢)や聞くルール(姿勢)を明確に示
すことで活動が充実し，友だちの説明から学び合う活
動へつながっていきます。 

＜ステップ３＞「付箋を分類し，台紙に整理してみま 
しょう。」       (グループ) 

 付箋を使うことで，多様な考えや表現が出されま
す。それらを分類するカテゴリーを考えることは，深
く考えることにつながります。「一見違うようだけど，
同じことを言っているものはありませんか。」といっ
た補助発問で，生徒同士のコミュニケーションの活性
化を図ります。その上で，付箋を貼り分けたり書き加
えたりしてグループの考えをまとめます。 

＜ステップ４＞「どのような考えがグループの中で出 
たか交流しましょう。」       (全体) 

 全体の意見交流では，グループごとのまとめから優
れた考えや表現が交流されることになります。そのや
り取りの中で，ぼんやりとした思考や物足りない表現
を明確にすることができます。 
全ての発言を板書し，教室全体のコミュニケーショ
ンによって理解を深めることが大切です。 

＜ステップ５＞「『自己評価シート』を使って振り返 
りましょう。」        (個人) 

 学習の振り返りでは，自己評価も含め，学習目標や
付箋に書いた自分の考えを，再度，確認できる『自己
評価シート』を使用します。  
また，教師は生徒の記述に対して短いフレーズでコ
メントを書きます。その明瞭な言葉かけが評価であり
指導となると考えます。 

『Idea Tag Method（付箋思考法）』による指導と『自己評価シート』による評価活動 
★五つのステップによる学習活動の流れ ★実践例 「変化と対応」（全 17 時間）より，「反比例」（第 1時）の学習指導案（展開）と実践の様子 

学習内容：同じ面積の長方形の横と縦の長さを，多様に考える数学的活動を通して，反比例の特徴を理解する。 

―４― 

 生徒の表現力を高めるためには，生徒の表現したものをこまめに評価することが大切です。ここに紹介した指導
方法では，付箋・台紙・『自己評価シート』への記述，グループや全体での発言というように，生徒の表現を見取
る場面が多様に設定できます。その上で，生徒に期待する記述や考え方を明らかにして授業に臨むことが，評価の
適正化につながると考えます。 


